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文学講演会

その他詳細については、井上靖記念館にお問合せください。
電話　51-1188　FAX　52-1740
担当　上田

KJ00470768
2025年6月16日

趣　旨：
市民に広く文学に親しむ機会を提供することを目的として、元日本大学教授、
藤澤(ふじさわ)全(まとし)氏による講演会を開催いたします。

演　題：
井上靖『黯い潮』の世界―下山事件の詩句交響/新聞記者小説の試み

日　時：
令和7年7月12日（土）午後1時30分から午後3時まで

場　所：
井上靖記念館ラウンジ（旭川市春光5条7丁目）

定　員：
40名（事前予約が必要）

参加料：
無料

申込み：
電話（0166-51-1188）(090-8810-0232）またはＦＡＸ(0166-52-1740)

講師について：
『若き日の井上靖研究』(三省堂)をはじめ、多年に渡り井上靖に関する研究を
続けており、近年は毎年井上靖記念館で講演されています。

令和7年7月12日　13時30分　～　令和7年7月12日　15時00分



 

 

 

 

 

 

井上靖『黯い潮』の世界 

―下山事件の詩句交響/新聞記者小説の試み 

指定管理者   特定非営利活動法人 

旭 川 文 学 資 料 友 の 会 

〒070-0875 

旭川市春光５条 7 丁目 5-41 

https://www.inoue.abs-tomonokai.jp 

 

2025年 
7 月12 日（土）13 時30 分～15 時 

講 師 : 藤澤
ふじさわ

 全
まとし

 

(元日本大学教授 国際関係博士) 

定 員：40 人 

参加料：無料 

申 込：電話で (51-1188) 
 

文 学 講 演 会 

井上靖研究の第一人者による 

井上靖記念館にて 

大阪毎日新聞社時代 同僚と 

前列右端：井上靖 



 

 

Profile 

藤澤 全（ふじさわ まとし） 

北海道生まれ。 

日本大学卒。米国イリノイ大学留学(客員研究員)。元日本大学教授(国際関係学部・大学院、

大学院総合社会情報研究科兼担)。日本近現代文学・比較文学専攻。日本ペンクラブ会員。

博士(国際関係)  

静岡県三島市在住。社会教育振興功労者 

 ■著書 
 
昭 和 58 年 『啄木哀果とその時代』桜楓社 
 
昭 和 60 年 『日系文学の研究―Japanese Immigrant-Emigrant Literature―』大学教育社 
 
昭 和 60 年 『日本の近代文学―研究・解題・梗概―』桜楓社 
 
平 成 5 年 『若き日の井上靖研究』三省堂 
 
平 成 6 年 『ふるさと文学館（26）静岡』ぎょうせい 
 
平 成 12 年 『比較文学の地平 ― 東西の接触 ―』（共）時潮社 
 
平 成 13 年 『Comparative Studies of Yasushi Inoue and Others』 Seibu Shuppan（英文） 
 
平 成 15 年 『田村直臣―日本の花嫁・米国の婦人―資料集』（共）大空社 
 
平 成 16 年 『言語文化の諸相―近代文学―』大空社 
 
平 成 16 年 『和歌文学大系 76 一握の砂・黄昏に・収穫』（共）明治書院 
 
平 成 17 年 『井上靖―グローバルな認識―』大空社 
 
平 成 22 年 『詩人井上靖―若き日の叙情と文学の原点―』角川学芸出版 
 
平 成 26 年 『井上靖の小説世界―ストーリーテラーの原風景―』勉誠社 
 
平 成 29 年 『井上靖『猟銃』の世界 詩と物語の融合絵巻』大空社出版 
 
令 和 4 年 『異邦と石川啄木 ケース・スタディ』春陽堂書店 

小説「黯い潮」 

昭和 25 年 7 月 1 日発行の『文藝春秋』7 月特別号よ

り、8 月号、9 月号、10 月号と 4 回にわたって連載。 

 

下山事件を背景に新聞記者活動を描いてあるが、いふま

でもなく、所謂事実小説でもなければ、記録小説といつ

たものでもない。 (単行本「あとがき」より) 
映画『黒い潮』 

1954年 8月公開  日活製作 

監督・主演：山村聡 


